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◆　死亡事故の特徴
１　事故類型別発生状況

○　事故類型別では、車両相互が64件（41.6%）、車両対歩行

者が60件（39.0%）、車両単独が27件（17.5%）、踏切が3件

(1.9%)となっている。

　　(車両相互には、自転車関連事故15件が含まれる。）

２　昼夜間別発生状況

○　昼夜別では、夜間が88件（57.1%）、昼間が66件（42.9%）で、

夜間の発生が多い。　

○　夜間の類型別では、車両対歩行者が47件（53.4%）､車両

相互が25件(28.4%)、車両単独が16件（18.2%）となっており、

昼間の類型別では、車両相互が39件(59.1%)、車両対歩行

者が13件（19.7%）、車両単独が11件（16.7%）、踏切が3件

（4.5%）となっている。

３　年齢層別死者数

○　高齢者が74人(48.1%)と最も多く、50歳代が22人(14.3%）、

40歳代が19人(12.3%）、若者が18人(11.7%）、30歳代が9人

(5.8%)、子供、25歳～29歳及び60歳～64歳がそれぞれ4人

(2.6%)となっている。

４　状態別死者数

○　歩行中死者が64人（41.6%）と最も多く、次いで四輪乗車

中死者が37人（24.0%）、二輪乗車中死者が33人（21.4%）、

自転車乗車中死者が20人（13.0%）となっている。

　なお、歩行中死者のうち高齢者は48人(75.0%）である。

○　四輪乗車中死者のうち、シートベルト非着用者は22人

（59.5%）である。

５　法令違反別発生状況

○　安全不確認が41件（26.6%）と最も多く、次いで前方不注

意が40件(26.0%)、運転操作不適が31件（20.1%）、信号無

視及び動静不注視がそれぞれ7人(4.5%）、歩行者妨害が6

件（3.9%）、通行区分が5件（3.2%）、一時不停止が4件

(2.6%）、優先通行妨害が2件(1.3%)となっている。

６　時間帯別発生状況　　
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　　　（前年比　－２１０人、－５．４％）

　○全国の死者数　3，694人

６ 大　阪
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◆ 死者数の多い都道府県

順　位
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－290

発 生 件 数

神奈川 149

8

139

－１２

前年比

４ 兵　庫

18,030

◆ 県内の交通事故発生状況
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22,106
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＋２６２

東　京
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 ※1　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。
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５ 千 葉

（平成２９年１月～１２月）

危ないよ　スマホじゃなくて　周り見て

平成30年 交通安全年間スローガン決定！（内閣総理大臣賞）

ぶつかるよ　ながら運転　じこのもと

行けるはず　まだ渡れるは　もう危険

自転車は　車といっしょ　左側
《中学生以下へ交通安全を呼びかけるもの》

《歩行者・自転車利用者へ呼びかけるもの》

《運転者へ呼びかけるもの》　

平 成 ２９ 年 中 の 交 通 事 故 発 生 状 況

一杯で　消える未来と　消せぬ罪

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 平成３０年１月 （4）平成３０年１月（1）

Vol.３２０
 2018. 1. 千葉県交通安全活動推進センター



ハイビーム　上手に使って　事故防止

　
謹
ん
で
、
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素

よ
り
警
察
業
務
各
般
に
わ
た
り
御
理

解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
と
と

も
に
、
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
広
報
活
動

や
交
通
安
全
教
育
な
ど
、
各
種
交
通

事
故
防
止
活
動
に
多
大
な
御
尽
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
29
年
中
の
交
通
情
勢
は
、
交

通
人
身
事
故
発
生
件
数
は
増
加
し
た

も
の
の
、
死
者
数
は
一
五
四
人
と
、

前
年
と
比
べ
て
マ
イ
ナ
ス
三
一
人
と

大
幅
に
減
少
し
、
負
傷
者
数
も
減
少

し
ま
し
た
。
特
に
、
高
齢
者
の
死
者

数
が
減
少
し
て
お
り
、
継
続
的
な
高

齢
者
対
策
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
交
通
死
亡
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、

高
齢
者
が
被
害
者
と
な
る
交
通
死
亡

事
故
が
依
然
と
し
て
全
体
の
ほ
ぼ
半

数
を
占
め
て
お
り
、
特
に
、
横
断
歩

道
の
な
い
道
路
を
横
断
中
に
事
故
に

遭
う
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
、
安
全
不
確
認
や

前
方
不
注
意
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

「
漫
然
運
転
」
に
よ
る
も
の
が
七
割

以
上
を
占
め
る
一
方
で
、
歩
行
者
側

に
も
安
全
確
認
が
十
分
に
な
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
の
不
注
意
が
認
め
ら
れ
、

通
行
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
対
す
る

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
注
意
喚
起

を
呼
び
掛
け
る
取
組
が
よ
り
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
供
や
高
校
生
が
亡
く
な

る
大
変
痛
ま
し
い
事
故
も
引
き
続
き

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
児
童
・
生
徒

に
対
す
る
安
全
教
育
は
も
と
よ
り
、

保
護
者
を
始
め
と
す
る
住
民
も
一
体

と
な
り
、
地
域
全
体
で
子
供
た
ち
を

守
る
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ほ
か
、
昨
年
は
、
全
国
的
に

「
あ
お
り
運
転
」
が
注
目
さ
れ
、
危

険
な
運
転
行
為
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
た
ほ
か
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
事
故
も
数
多
く
報
道
さ
れ
て
お

り
、
警
察
と
し
て
は
、
各
種
街
頭
指

導
及
び
安
全
教
育
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
悪
質
・
危
険
な
法

令
違
反
に
対
す
る
取
締
り
や
交
通
環

境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
な
ど
、
時

代
の
要
請
に
応
じ
た
的
確
な
交
通
対

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も
多

く
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
皆
様
の

地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
に
対
す
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠
で
あ
り
、

推
進
委
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
千
葉
県
交
通
安
全
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
及
び
地
域
交
通
安
全

活
動
推
進
委
員
協
議
会
の
益
々
の
御

発
展
と
推
進
委
員
の
皆
様
の
御
健
勝

を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

免許証　返して増えた　家族の和

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、

平
素
か
ら
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全

活
動
の
中
核
と
し
て
、
交
通
安
全
教

育
や
広
報
啓
発
活
動
な
ど
、
各
種
交

通
安
全
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
警
察
業
務
の
各
般
に
わ
た

り
、
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
「
一
件
で
も
多
く
交
通

事
故
を
減
少
さ
せ
る
」
を
目
標
に
、

推
進
委
員
の
皆
様
を
始
め
、
関
係
機

関
・
団
体
の
皆
様
方
に
積
極
的
か
つ

効
果
的
な
交
通
安
全
活
動
を
推
進
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た

な
対
策
と
し
て
、
各
警
察
署
の
交
通

事
故
発
生
状
況
実
態
に
応
じ
た
「
地

域
で
守
る
高
齢
者
事
故
防
止
作
戦
」

や
、
交
通
死
亡
事
故
多
発
傾
向
の
分

析
に
基
づ
く
「
死
亡
事
故
発
生
後
の

三
日
間
対
策
」
な
ど
に
取
り
組
み
、

そ
の
結
果
、
年
間
の
交
通
事
故
死
者

数
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
多

く
の
方
が
負
傷
し
、
尊
い
命
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
る
現
実
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
交
通
事
故
抑
止
対
策
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
交
通
事
故
を
抑
止
す
る
上
で
、
お

互
い
に
譲
り
合
い
と
思
い
や
り
を
持

っ
た
通
行
を
心
掛
け
る
こ
と
が
、
な

に
よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
一
人

一
人
の
呼
び
掛
け
が
、
た
と
え
小
さ

な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

積
み
重
ね
が
交
通
安
全
思
想
の
広
が

り
と
浸
透
に
つ
な
が
り
、
事
故
を
減

少
さ
せ
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
千
葉
県
で
は
、
平
成
三
二
年
末
ま

で
に
、
年
間
の
交
通
事
故
死
者
数
を

一
五
〇
人
以
下
に
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
お
り
ま
す
。
県
警
と
し
て
は
、

子
供
や
高
齢
者
の
安
全
を
地
域
全
体

で
守
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、
県
民
一

人
一
人
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
安
全
教
育
を
推
進
す
る
ほ
か
、

悪
質
・
危
険
な
運
転
者
に
対
す
る
指

導
・
取
締
り
や
通
行
環
境
の
整
備
な

ど
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
効
果
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け

る
交
通
安
全
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
皆
様
の
お
力
添
え
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
結
び
に
、
千
葉
県
交
通
安
全
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
及
び
各
地
域
交
通
安

全
活
動
推
進
委
員
の
皆
様
方
の
御
健

勝
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 平成３０年１月 （2）平成３０年１月（3）



ハイビーム　上手に使って　事故防止

　
謹
ん
で
、
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素

よ
り
警
察
業
務
各
般
に
わ
た
り
御
理

解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
と
と

も
に
、
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
広
報
活
動

や
交
通
安
全
教
育
な
ど
、
各
種
交
通

事
故
防
止
活
動
に
多
大
な
御
尽
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
29
年
中
の
交
通
情
勢
は
、
交

通
人
身
事
故
発
生
件
数
は
増
加
し
た

も
の
の
、
死
者
数
は
一
五
四
人
と
、

前
年
と
比
べ
て
マ
イ
ナ
ス
三
一
人
と

大
幅
に
減
少
し
、
負
傷
者
数
も
減
少

し
ま
し
た
。
特
に
、
高
齢
者
の
死
者

数
が
減
少
し
て
お
り
、
継
続
的
な
高

齢
者
対
策
の
重
要
性
を
再
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
交
通
死
亡
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、

高
齢
者
が
被
害
者
と
な
る
交
通
死
亡

事
故
が
依
然
と
し
て
全
体
の
ほ
ぼ
半

数
を
占
め
て
お
り
、
特
に
、
横
断
歩

道
の
な
い
道
路
を
横
断
中
に
事
故
に

遭
う
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
、
安
全
不
確
認
や

前
方
不
注
意
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

「
漫
然
運
転
」
に
よ
る
も
の
が
七
割

以
上
を
占
め
る
一
方
で
、
歩
行
者
側

に
も
安
全
確
認
が
十
分
に
な
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
の
不
注
意
が
認
め
ら
れ
、

通
行
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
対
す
る

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
注
意
喚
起

を
呼
び
掛
け
る
取
組
が
よ
り
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
供
や
高
校
生
が
亡
く
な

る
大
変
痛
ま
し
い
事
故
も
引
き
続
き

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
児
童
・
生
徒

に
対
す
る
安
全
教
育
は
も
と
よ
り
、

保
護
者
を
始
め
と
す
る
住
民
も
一
体

と
な
り
、
地
域
全
体
で
子
供
た
ち
を

守
る
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ほ
か
、
昨
年
は
、
全
国
的
に

「
あ
お
り
運
転
」
が
注
目
さ
れ
、
危

険
な
運
転
行
為
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
た
ほ
か
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
事
故
も
数
多
く
報
道
さ
れ
て
お

り
、
警
察
と
し
て
は
、
各
種
街
頭
指

導
及
び
安
全
教
育
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
悪
質
・
危
険
な
法

令
違
反
に
対
す
る
取
締
り
や
交
通
環

境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
な
ど
、
時

代
の
要
請
に
応
じ
た
的
確
な
交
通
対

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も
多

く
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
皆
様
の

地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
に
対
す
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠
で
あ
り
、

推
進
委
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
千
葉
県
交
通
安
全
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
及
び
地
域
交
通
安
全

活
動
推
進
委
員
協
議
会
の
益
々
の
御

発
展
と
推
進
委
員
の
皆
様
の
御
健
勝

を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

免許証　返して増えた　家族の和

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、

平
素
か
ら
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全

活
動
の
中
核
と
し
て
、
交
通
安
全
教

育
や
広
報
啓
発
活
動
な
ど
、
各
種
交

通
安
全
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
警
察
業
務
の
各
般
に
わ
た

り
、
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
「
一
件
で
も
多
く
交
通

事
故
を
減
少
さ
せ
る
」
を
目
標
に
、

推
進
委
員
の
皆
様
を
始
め
、
関
係
機

関
・
団
体
の
皆
様
方
に
積
極
的
か
つ

効
果
的
な
交
通
安
全
活
動
を
推
進
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た

な
対
策
と
し
て
、
各
警
察
署
の
交
通

事
故
発
生
状
況
実
態
に
応
じ
た
「
地

域
で
守
る
高
齢
者
事
故
防
止
作
戦
」

や
、
交
通
死
亡
事
故
多
発
傾
向
の
分

析
に
基
づ
く
「
死
亡
事
故
発
生
後
の

三
日
間
対
策
」
な
ど
に
取
り
組
み
、

そ
の
結
果
、
年
間
の
交
通
事
故
死
者

数
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
多

く
の
方
が
負
傷
し
、
尊
い
命
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
る
現
実
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
交
通
事
故
抑
止
対
策
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
交
通
事
故
を
抑
止
す
る
上
で
、
お

互
い
に
譲
り
合
い
と
思
い
や
り
を
持

っ
た
通
行
を
心
掛
け
る
こ
と
が
、
な

に
よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
一
人

一
人
の
呼
び
掛
け
が
、
た
と
え
小
さ

な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

積
み
重
ね
が
交
通
安
全
思
想
の
広
が

り
と
浸
透
に
つ
な
が
り
、
事
故
を
減

少
さ
せ
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
千
葉
県
で
は
、
平
成
三
二
年
末
ま

で
に
、
年
間
の
交
通
事
故
死
者
数
を

一
五
〇
人
以
下
に
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
お
り
ま
す
。
県
警
と
し
て
は
、

子
供
や
高
齢
者
の
安
全
を
地
域
全
体

で
守
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、
県
民
一

人
一
人
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
安
全
教
育
を
推
進
す
る
ほ
か
、

悪
質
・
危
険
な
運
転
者
に
対
す
る
指

導
・
取
締
り
や
通
行
環
境
の
整
備
な

ど
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
効
果
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け

る
交
通
安
全
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
皆
様
の
お
力
添
え
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
結
び
に
、
千
葉
県
交
通
安
全
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
及
び
各
地
域
交
通
安

全
活
動
推
進
委
員
の
皆
様
方
の
御
健

勝
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 平成３０年１月 （2）平成３０年１月（3）
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◆　死亡事故の特徴
１　事故類型別発生状況

○　事故類型別では、車両相互が64件（41.6%）、車両対歩行

者が60件（39.0%）、車両単独が27件（17.5%）、踏切が3件

(1.9%)となっている。

　　(車両相互には、自転車関連事故15件が含まれる。）

２　昼夜間別発生状況

○　昼夜別では、夜間が88件（57.1%）、昼間が66件（42.9%）で、

夜間の発生が多い。　

○　夜間の類型別では、車両対歩行者が47件（53.4%）､車両

相互が25件(28.4%)、車両単独が16件（18.2%）となっており、

昼間の類型別では、車両相互が39件(59.1%)、車両対歩行

者が13件（19.7%）、車両単独が11件（16.7%）、踏切が3件

（4.5%）となっている。

３　年齢層別死者数

○　高齢者が74人(48.1%)と最も多く、50歳代が22人(14.3%）、

40歳代が19人(12.3%）、若者が18人(11.7%）、30歳代が9人

(5.8%)、子供、25歳～29歳及び60歳～64歳がそれぞれ4人

(2.6%)となっている。

４　状態別死者数

○　歩行中死者が64人（41.6%）と最も多く、次いで四輪乗車

中死者が37人（24.0%）、二輪乗車中死者が33人（21.4%）、

自転車乗車中死者が20人（13.0%）となっている。

　なお、歩行中死者のうち高齢者は48人(75.0%）である。

○　四輪乗車中死者のうち、シートベルト非着用者は22人

（59.5%）である。

５　法令違反別発生状況

○　安全不確認が41件（26.6%）と最も多く、次いで前方不注

意が40件(26.0%)、運転操作不適が31件（20.1%）、信号無

視及び動静不注視がそれぞれ7人(4.5%）、歩行者妨害が6

件（3.9%）、通行区分が5件（3.2%）、一時不停止が4件

(2.6%）、優先通行妨害が2件(1.3%)となっている。

６　時間帯別発生状況　　

9

　　　（前年比　－２１０人、－５．４％）

　○全国の死者数　3，694人

６ 大　阪

７

＋　５

＋　９

143

148

＋　９

－１０

150 －１１

北海道

－　４

茨　城

１０ 福　岡

－　７

区　分

◆ 死者数の多い都道府県

順　位

＋　8

－290

発 生 件 数

神奈川 149

8

139

－１２

前年比

４ 兵　庫

18,030

◆ 県内の交通事故発生状況

区　　　分 総　　数 前  年  比

200

埼　玉 177

164

負 傷 者 数

死   者   数

22,106

－31(－28)154(154)

＋２６２

東　京

161

154

 ※1　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

－３１

３

死者数

１ 愛　知

５ 千 葉

（平成２９年１月～１２月）

危ないよ　スマホじゃなくて　周り見て

平成30年 交通安全年間スローガン決定！（内閣総理大臣賞）

ぶつかるよ　ながら運転　じこのもと

行けるはず　まだ渡れるは　もう危険

自転車は　車といっしょ　左側
《中学生以下へ交通安全を呼びかけるもの》

《歩行者・自転車利用者へ呼びかけるもの》

《運転者へ呼びかけるもの》　

平 成 ２９ 年 中 の 交 通 事 故 発 生 状 況

一杯で　消える未来と　消せぬ罪

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 平成３０年１月 （4）平成３０年１月（1）
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